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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信デバイスであって、
　先行して検出された信号に基づいて、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）に基づく無線
インターフェースからの現在の同報通信信号を復調及び復号し、該現在の同報通信信号に
ついての復号誤りを検出し、該検出された復号誤りが、予め定められた復号誤り閾値を超
えているかを判定し、該検出された復号誤りが、該予め定められた復号誤り閾値を超えて
いることに応じて、該現在の同報通信信号を復調及び復号することを継続し、該複数のＯ
ＦＤＭ同報通信ネットワークからの信号を獲得するために構成された復調器及び復号器を
含む受信機と、
　該獲得された信号に基づいて、該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークの各々に、品質
評点を割り当て、該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうち最高の品質評点を有する
１つを判定し、該現在の同報通信信号が、該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうち
最高の品質評点を有する該１つによって提供されたかを判定するために構成されたプロセ
ッサと、
　問い合わせを表示するためと、該判定された複数の同報通信ネットワークのうちの該１
つを選択することに関する命令を該デバイスの利用者から受信するために構成された利用
者インターフェースとを具備し、
　該現在の同報通信信号が、該判定された複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうち最
高の品質評点を有する該１つによって提供されないという判定に応じて、該問い合わせが
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表示され、
　該受信機は、該プロセッサによって制御され、該受信された利用者による命令に基づい
て、該現在の同報通信信号を復号することから、該判定された複数のＯＦＤＭ同報通信ネ
ットワークのうち最高の品質評点を有する該１つの信号を復号することに変更するために
構成された無線通信デバイス。
【請求項２】
　該受信機は、該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうちの少なくとも該１つの部分
集合からの個々の信号を受信するために更に構成される、
請求項１の無線通信デバイス。
【請求項３】
　該プロセッサは、該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうちの該部分集合のそれぞ
れに対する個別品質評点を判定するために更に構成される、
請求項２の無線通信デバイス。
【請求項４】
　該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうちの該部分集合のそれぞれに対する該個別
品質評点は、該個々の信号のそれぞれの信号強度に基づく、
請求項３の無線通信デバイス。
【請求項５】
　該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうちの該部分集合のそれぞれに対する該個別
品質評点は、それぞれの個々の信号内の１又は複数の個々のパイロット信号に基づく、
請求項３の無線通信デバイス。
【請求項６】
　該利用者インターフェースは、復号を始めるために、該複数の同報通信ネットワークの
中から少なくとも最上位２個の品質評点を持つＯＦＤＭ同報通信ネットワークを含みそし
て新しいＯＦＤＭ同報通信ネットワークの選択に関連する問い合わせを該利用者に提示す
るために更に構成される、
請求項３の無線通信デバイス。
【請求項７】
　該プロセッサは、該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのうちの該部分集合のそれぞ
れに対して、
　該個々の信号の複数のサンプルを取得するように、
　それぞれのサンプルに対する中間的品質評点を判定するように、
　個別品質評点を計算するために該中間的品質評点を統合するように、
更に構成される、請求項２の無線通信デバイス。
【請求項８】
　該複数のサンプルは、２と５との間の数のサンプルを含む、請求項７の無線通信デバイ
ス。
【請求項９】
　それぞれが個々の信号を有する複数の同報通信ネットワークのうちの現在の同報通信ネ
ットワークからの現在の同報通信信号を復号し、該現在の同報通信信号についての復号誤
りを検出し、該検出された復号誤りが、予め定められた復号誤り閾値を超えているかを判
定し、該検出された復号誤りが、該予め定められた復号誤り閾値を超えていることに応じ
て、該現在の同報通信信号を復調及び復号することを継続し、該複数の同報通信ネットワ
ークからの信号を獲得するために構成された受信機と、
　他者と比べて、最高の品質評点を有する該個々の信号のうちの１つを判定するために構
成されたプロセッサと、
　該現在の同報通信信号が該最高の品質評点を有していないと、同報通信信号を切り替え
ることに関連する問い合わせを該無線通信デバイスの利用者に提示し、該問い合わせに応
じて該利用者からの指示を受信するために構成された利用者インターフェースとを具備し
、
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　該受信機は、該利用者が別の同報通信信号に切り替えることを該受信された指示が指示
すると、該判定された最高の品質評点を有する個々の信号のうちの該１つを復号するよう
に切り替えるために更に構成された無線通信デバイス。
【請求項１０】
　該プロセッサは、該複数の同報通信ネットワークの該個々の信号に対する個別品質評点
を判定するために構成される、
請求項９の無線通信デバイス。
【請求項１１】
　該問い合わせは、最上位ｎ個の品質評点を有する該個々の信号の識別を含む、ここでｎ
は２と４との間の数である、
請求項１０の無線通信デバイス。
【請求項１２】
　該プロセッサは、該個々の信号のそれぞれのｎ個のサンプルに基づいて該個別品質評点
を判定するために更に構成される、ここでｎは２と１０との間の数である、
請求項１０の無線通信デバイス。
【請求項１３】
　ｎは２と５の間の数である、請求項１２の無線通信デバイス。
【請求項１４】
　該個々の信号のそれぞれは、局地領域コンテントと広域コンテントとを含む、
請求項９の無線通信デバイス。
【請求項１５】
　該個々の信号の部分集合は、同一の広域コンテント有する一方で異なる局地領域コンテ
ントを有する２以上の信号を含む、
請求項１４の無線通信デバイス。
【請求項１６】
　無線通信デバイスにおいて複数の同報通信ネットワーク間で切り替える方法であって、
　それぞれが各個の同報通信ネットワークからである複数の同報通信信号の中から現在の
同報通信信号を復号することと、
　該現在の同報通信信号についての復号誤りを検出することと、
　該検出された復号誤りが、予め定められた復号誤り閾値を超えているかを判定すること
と、
　該検出された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該現在の同報通信信号を復号することを継続することと、
　該検出された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該複数の同報通信信号を獲得することと、
　該獲得された複数の同報通信信号のうちの１つが現在の同報通信信号より高い品質評点
を有しているかを判定することと、
　該複数の同報通信信号のうちの該１つが該現在の同報通信信号より高い品質評点を有し
ていると判定されると、別の同報通信信号に切り替えるべきかどうかに関して該デバイス
の利用者に問い合わせることと、
　該問い合わせることに応じて、該利用者から入力を受信することと、
　該受信された利用者入力が、該利用者が別の同報通信信号に切り替えることを選んだと
示した場合、該現在の同報通信信号より高い品質評点を有する該複数の同報通信信号の該
１つを復号するように切り替えることと、
　その他の場合には該現在の同報通信信号を復号することを継続することと
を具備する方法。
【請求項１７】
　該複数の同報通信信号のそれぞれに対する個別品質評点を計算すること、を更に具備す
る、請求項１６の方法。
【請求項１８】
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　計算することは、
　該複数の同報通信信号のそれぞれに対して複数のサンプルを取得することと、
　該複数のサンプルのそれぞれに対する中間的品質評点を判定することと、
　該個別品質評点のそれぞれを形成するために該中間的品質評点を統合することと、
を更に具備する、請求項１７の方法。
【請求項１９】
　コンピュータを含む無線通信デバイスにおいて複数の同報通信ネットワーク間で切り替
えるための、該コンピュータ上で実行可能な命令の集合を含むコンピュータ可読記憶媒体
であって、該命令は、
　それぞれが各個の同報通信ネットワークから来る複数の同報通信信号の中から現在の同
報通信信号を復号するためのルーチンと、
　該現在の同報通信信号についての復号誤りを検出するためのルーチンと、
　該検出された復号誤りが、予め定められた復号誤り閾値を超えているかを判定するため
のルーチンと、
　該検出された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該現在の同報通信信号を復号することを継続するためのルーチンと、
　該検出された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該複数の同報通信信号を獲得するためのルーチンと、
　該検出された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該複数の同報通信信号のうちの１つが現在の同報通信信号より高い品質評点を有するかど
うかを判定するためのルーチンと、
　該複数の同報通信信号のうちの該１つが該現在の同報通信信号より高い品質評点を有し
ていると判定されると、該複数の同報通信信号のうちの該１つに切り替えるべきかどうか
に関して該デバイスの利用者に問い合わせるためのルーチンと、
　該問い合わせることに応じて、該利用者から入力を受信するためのルーチンと、
　該受信された利用者入力が、該利用者が該複数の同報通信信号のうちの該１つに切り替
えることを選んだと示した場合、該現在の同報通信信号より高い品質評点を有する該複数
の同報通信信号の該１つを復号するように切り替えるためのルーチンと、
　該利用者が別同報通信信号に切り替えることを選ばない場合には該現在の同報通信信号
を復号することを継続するためのルーチンと
を具備する、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　無線通信デバイスであって、
　先行して検出された信号に基づいて、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）に基づく無線
インターフェースからの現在の同報通信信号を復調及び復号する手段と、
　復号誤りを測定し、該測定された該現在の同報通信信号についての復号誤りが、予め定
められた復号誤り閾値を超えているかを判定する手段と、
　該測定された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該現在の同報通信信号を復調及び復号することを継続する手段と、
　該測定された復号誤りが該予め定められた復号誤り閾値を超えていると判定されると、
該複数のＯＦＤＭ同報通信からの信号を獲得する手段と、
　該複数の獲得されたＯＦＤＭ同報通信信号のうちの１つが該現在の同報通信信号より高
い品質評点を有しているかを判定する手段と、
　該獲得された複数のＯＦＤＭ同報通信信号のうちの該１つが該現在の同報通信信号より
高い品質評点を有していると判定されると、別の同報通信信号に切り替えるべきかどうか
に関して該無線通信デバイスの利用者に問い合わせる手段と、
　該問い合わせに応じて、同報通信ネットワークを切り替えることに関連する利用者入力
を受信する手段と、
　該受信された利用者入力が、該利用者が該複数の同報通信信号を切り替えることを選ん
だと示した場合、該最高の品質評点を有する該複数のＯＦＤＭ同報通信ネットワークのう
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ちの該１つの信号を復号するように切り替える手段と
を具備する無線通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【関連文献】
【０００１】
［３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９に基づく優先権の主張］
　本特許出願は、２００５年４月７日に提出され、本出願の譲受人に譲渡され、そして、
本出願における参照としてここに明確に組み込まれた、“ＦＬＯのためのタイミング回復
とネットワーク切替え”と題する米国特許仮出願番号第６０／６６９，５５５号に優先権
を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に電気通信に係わり、そして特に、無線同報通信ネットワークを介して
通信することが出来る移動通信デバイスを支えるシステムと方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線および有線同報通信ネットワークは、大きなグループの複数の利用者に様々なデー
タ・コンテントを提供するために広く展開されている。普通の有線同報通信ネットワーク
は、多数の家庭にマルチメディア・コンテントを配信するケーブル・ネットワークである
。ケーブル・ネットワークは、一般的にはヘッドエンドと配信ノードを含む。各ヘッドエ
ンドは、様々な情報源からプログラムを受信し、それぞれのプログラムに対して分離した
変調信号を生成し、全てのプログラムに対する該変調信号を出力信号の上に多重化し、そ
してその出力信号を配信ノードに送る。それぞれのプログラムは、広い地理的領域（例え
ば、州全体）又はもっと狭い地理的領域（例えば、一都市）全体に配信されることが出来
る。それぞれの配信ノードは、広い地理的領域の中の特定の地域（例えば、コミュニティ
）を受け持つ。それぞれの配信ノードは、ヘッドエンドからの出力信号を受信し、その通
信範囲に配信されるべきプログラムに対する該変調信号を異なる様々な周波数チャネルの
上に多重化し、そしてその出力信号をその通信範囲内の家庭に送る。それぞれの配信ノー
ドに対する該出力信号は、一般的には全国的プログラムと地域的プログラムの両方を運ぶ
が、それ等はしばしば出力信号上に多重化される別々の変調信号上で送られる。
【０００４】
　無線同報通信ネットワークは、該ネットワークの通信範囲内の無線デバイスに無線を介
してデータを送信する。しかしながら、無線同報通信ネットワークは、幾つか重要な点で
有線同報通信ネットワークとは異なることが出来る。これ等の異なる領域の１つは、ほぼ
定義によって、ケーブルＴＶ利用者が、ケーブル配線システムの終端（例えば、家または
仕事の場所）に留まるのに対して、無線利用者は、移動できるということの直接的結果で
ある。無線利用者は、移動できるが故に、利用者の所在地は、１つの同報通信ネットワー
クの通信範囲から別の同報通信ネットワークの通信範囲へ変化するという事態が生じ得る
。もし２つの同報通信ネットワークが全く同じコンテントをまったく同じチャネルで同報
通信するならば、その場合利用者は、１つのネットワーク送信機から別の送信機に（まる
でセルラのハンドオフが起こるように）困難なく切り替えられることが出来る。しかしな
がら、多くの場合、隣接の同報通信ネットワークは、同じプログラムを提供しないし、或
いは、同じプログラムを同じチャネルで提供することもない。このようにして、利用者を
最近接同報通信ネットワークに自動的に切り替えることは、利用者が現在楽しんでいるマ
ルチメディア・コンテント或いは双方向コンテントを妨害することがあり得る。従って、
１つの無線同報通信ネットワークの無線利用者を、効果的で且つ顧客の立場に立った方法
で、別の隣接同報通信ネットワークに切り替えることを可能にする必要性がある。
【発明の開示】
【サマリー】
【０００５】
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　無線同報通信ネットワーク・システムの１つの態様は、無線通信デバイスにおける同報
通信ネットワーク間の切り替え方法に関する。この方法に従えば、現在の同報通信信号は
、それぞれ対応する同報通信ネットワークから来る複数の同報通信信号の中から復号され
る。もし該複数の同報通信信号のうちの１つが現在の同報通信信号よりも高い品質評点を
有すると判定されるならば、その場合、該デバイスの利用者は、該複数の同報通信信号の
うちの該１つに切り替えるかどうかに関して尋ねられる。もし該利用者が切り替えること
を選択するならば、その場合、該デバイスは、現在の同報通信信号の代わりに該複数の同
報通信信号のうちの該１つを復号することを開始する。その他の場合、現在の同報通信信
号の復号が継続される。
【０００６】
　無線通信デバイスの別の態様は、最高の品質評点を有する複数の同報通信ネットワーク
の１つを決定するように構成されたプロセッサを含むデバイスに関する。該デバイスは、
又、該複数のネットワークのうちの該１つを選択することに関する命令を該デバイスの利
用者から受信するように構成される利用者インターフェース、及び、該プロセッサによっ
て制御され、該命令に基づいて現在の同報通信信号を復号することから該複数の同報通信
ネットワークのうちの該１つの信号を復号することに切り替えるように構成された受信機
、を含む。
【０００７】
　無線通信デバイスの更に別の態様は、それぞれ対応する信号を有する複数の同報通信ネ
ットワーク内の現在の同報通信ネットワークからの現在の信号を復号するように構成され
た受信機を含むデバイスに関する。該デバイスは、他の信号と比べ、それぞれの信号の中
で最高の品質評点を有する１つを決定するように構成されたプロセッサも有する。ａ）復
号するためにそれぞれの信号の中の１つを選択することについての問い合わせを含む問い
合わせを該デバイスの利用者に提示するように構成された、及び、ｂ）該問い合わせに応
える利用者からの指示を受信するように構成された、利用者インターフェースもある。該
デバイスは、該指示に従って、ａ）例え、該それぞれの信号の中の該１つが現在の信号で
なくても、もし該指示がそのように指示するならば、現在の信号を復号することを継続す
るように構成された、或いは、ｂ）もし該指示がそのように指示するならば、該それぞれ
の信号の中の該１つを復号することに切り替えるように構成された、受信機を含む。
【０００８】
　本発明の他の実施形態は、下記の詳細な説明、そこでは本発明の種々の実施形態のみが
図面によって示されそして説明される、から当業者には容易に明らかになるということが
理解される。いずれ理解されるように、全ては本発明の精神と範囲から逸脱することなく
、本発明は、他のそして異なる実施形態を可能にし、そして、本発明のいくつかの詳細は
、種々の他の観点での変更を可能にする。従って、図面及び詳細な説明は、本質的に例示
的であると見做されるべきであって限定的であると見做されるべきではない。
【０００９】
　無線通信システムの種々の態様が付図において例として、限定としてではなく、例示さ
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　添付された図面に関連して下記に説明される詳細な説明は、本発明の種々の実施形態の
説明として意図され、本発明が実行されることが可能な唯一の実施形態を表すとは意図さ
れてない。詳細な説明は、本発明の完全な理解を提供する目的のために具体的な詳細を含
む。しかしながら、本発明は、これ等の具体的な詳細がなくても実施されることが可能な
ことは、当業者等にとっては明らかである。ある複数の例では、公知の構造と構成が本発
明の概念を曖昧にすることを避けるためにブロック図の形式で示される。
【００１１】
　無線同報通信ネットワークにおいて異なる型の送信（例えば、局地送信と広域送信）を
同報通信するための技術が本明細書で説明される。本明細書中で使用されるように、“同
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報通信”及び“同報通信すること”は、任意の大きさの利用者のグループへのコンテント
／データの伝送のことを呼び、“マルチキャスト”或いは何か他の用語で呼ばれることも
出来る。広域送信は、ネットワークにおける全ての又は多くの送信機によって同報通信さ
れることが出来る送信である。局地送信は、所与の広域送信のための送信機の一部分によ
って同報通信されることが出来る送信である。異なる局地送信は、所与の広域送信のため
の送信機の異なる部分によって同報通信されると言える。異なる広域送信は、ネットワー
クにおける異なるグループの送信機によって同報通信されるとも言える。広域送信と局地
送信は、一般的には異なるコンテンツを運ぶが、しかし、これ等の送信は、同じコンテン
トを運ぶことも出来る。
【００１２】
　そのような同報通信ネットワークの１つの例は、２ビット／秒／Ｈｚのビット速度でプ
ログラム構成を配送する、クァルコム社のメディアフロー（登録商標）（ＭｅｄｉａＦＬ
Ｏ（登録商標））ネットワークである。使用される技術は、著しい量の豊かなマルチメデ
ィア・コンテントを高い費用効率で無線加入者達にマルチキャストするために特別に設計
された直交周波数分割多重化（orthogonal frequency division multiplexing）（ＯＦＤ
Ｍ）に基づく無線インターフェースである。それは、同一コンテントを無数の利用者に同
時に配送する費用を著しく低減するために、単一周波数ネットワークにおけるマルチキャ
スト技術を利用する。更に、単一無線周波数（ＲＦ）チャネル（例えば、７００ＭＨｚ）
の範囲内における局地通信範囲と広域通信範囲の共存が上述で説明されたようにサポート
される。広域と局地の間のこの分割は、更に的の絞られたプログラム編成、局地的広告、
及び、必要に応じてブラックアウトや再同調する能力をサポートする。メディアフローは
、本明細書で説明される同報通信ネットワークの型の単なる一例であって、他の機能的に
同等な同報通信ネットワークも又想定されている。
【００１３】
　ケーブルＴＶとよく似て、無線同報通信ネットワーク内部の加入者は、彼等にチャネル
のセット（例えば、テニス、ＥＳＰＮ、ソープ・オペラ、ＢＢＣ等々）を提供する様々な
サービス（例えば、プレミアム・ムービー、スポーツ等々）のパッケージと階層に申し込
むことが出来る。様々なコンテント・プロバイダは、コンテントを同報通信ネットワーク
に転送し、該ネットワークは、次に該コンテントを統合してそれを予め決められたスケジ
ュールに従って同報通信する。利用者の移動デバイスの事前設定の間に利用者が加入する
チャネルを受信して復号する能力が該移動デバイスにプログラムされる。事前設定は、続
いて他のパッケージやチャネルを除いたり加えたりするために更新されることが出来る。
当業者は、直前に説明されたチャネルの階層的配列は、マルチメディアや他のコンテント
を提供する仕方の単なる一例であることを理解する。データとそのそれぞれのチャネルの
他の配列と構成は、本発明の範囲から逸脱することなく利用されることが出来る。
【００１４】
　図１Ａは、２つの具体例の無線同報通信ネットワーク１０２、１０４を表す。これ等の
ネットワーク１０２、１０４のそれぞれは、比較的大きな地理的領域の中の多数の加入者
に種々の異なるチャネルやコンテントを提供できる。例えば、ネットワーク１０２の送信
機Ｔ１１２０は、種々のチャネルを同報通信できる、そして、送信機Ｔ２１３０は、ネッ
トワークの通信範囲１０４内でそれ自身のチャネルを同報通信できる。
【００１５】
　異なる送信機１２０、１３０からの同報通信は、必ずしも同じであるとは限らず、異な
るチャネルを含むことが出来るし或いは異なるコンテントを含むことが出来る。例えば、
一方のネットワーク１０２は、太平洋時間帯であるのに対して、他方のネットワークは、
山地時間帯であることが出来る。このようにして、例え双方のネットワークが同じチャネ
ルを供給しても、実際に同報通信されるプログラムは、時間帯の相違により異なることが
あり得る（例えば、メーンイベント映画は、常に地方時午後８：００に始まるようにスケ
ジュールされる）。更に、論理チャネル（例えば、ＥＳＰＮ）と物理チャネル（例えば、
特別な時分割多重（ＴＤＭ）タイム・スロット、或いは特別な周波数帯）がある。従って
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、例え双方のネットワーク１０２、１０４がＥＳＰＮを提供しても、それ等は同じ物理チ
ャネル上でそれを同報通信しないことがあり得る。
【００１６】
　これ等の違いの結果は、利用可能なコンテントへの接続は、無線利用者が１つの同報通
信ネットワーク１０２の通信範囲から異なる同報通信ネットワーク１０４へ移動する場合
、変化することがあり得る、ということである。図１Ａを参照して、移動デバイス１１０
は、明らかにネットワーク１０４の通信範囲内にあるが、しかし、他の移動デバイス１０
８は、両ネットワーク１０２、１０４の存在を検出できる。移動デバイス１０８がネット
ワーク通信範囲１０４から他のネットワーク通信範囲１０２に移動すると、送信機Ｔ１１
２０からの同報通信信号は、送信機Ｔ２１３０からの同報通信信号と比べてより強くなる
。信号がより強い故に、移動デバイス１０８の利用者は、ネットワーク１０２内でより良
いサービスを提供される、その理由は信号遅れや信号誤りがより少ないからである。従っ
て、移動デバイス１０８が行うべき最良のことは、２つの送信機１２０、１３０からの信
号強度を測定してより強い信号に接続することであるように見える。このようなアプロー
チは多くの欠点を有する。
【００１７】
　第１に、２つのネットワーク間の遷移領域は、明確に定義された領域ではなく、隣接構
造物、移動方向、天候、及びその他類似の因子次第で変わり得る。かくして、利用者が１
つのネットワーク通信範囲から別の方へ移動する場合、より強い信号を有する送信機１２
０、１３０は、該利用者が新しいネットワークの通信範囲にはっきりと落ち着くまで、何
度も出たり入ったりの変化をすることがある。従って、もし該デバイス１０８が新しいネ
ットワークが検出される毎に最も強いネットワークに変わるならば、顧客にとって利用可
能なコンテントも出たり入ったりの変化をする。このような事態は、多くの場合、特に、
リアルタイム・コンテントや双方向コンテントに関してはひどく破壊的である。
【００１８】
　第２に該デバイス１０８の利用者は、例え信号が劣化し或いは弱くても、特別なコンテ
ント・チャネルを楽しむことを続けたいと思うかも知れない。例えば、もしスポーツ・イ
ベントが観戦されており、最後の数分または数秒であるならば、該利用者は、最後の瞬間
を途切れずに観戦することを確保するために進んで劣化したサービスに悩むことになる。
【００１９】
　別の可能な状況が移動デバイス１０６に関連して説明される。例え、このデバイス１０
６が明らかにネットワーク通信範囲１０２の内部にあるように見えたとしても、送信機Ｔ

１１２０からの信号は、必ずしも何時も最強であるとは限らない。例えば、デバイス１０
６と送信機１２０との間に、デバイス１０６のための受信を劣化させる“影”を作る建物
あるいは他の構造物があり得る。この影の内部では、他の送信機Ｔ２１３０からの信号が
実際にはより強い信号であると感知され得る。かくして、もし異なるネットワークへの切
り替えが瞬時且つ自動的であるならば、デバイス１０８は、該影に入る時と出る時に異な
るネットワークに接続する。
【００２０】
　図１Ｂのネットワーク図は、移動デバイスが異なるネットワーク間を遷移することが出
来る別の状況を示す。この例では、３つの送信機が（図示されてない他の送信機と共に）
広域ネットワーク１４９を作る領域を覆って信号を送信する。この領域１４９の内部には
、領域全体に対して同一である変化しないコンテントの組がある。このことは、例え移動
デバイスが３つの局地領域１５０、１５２、１５４の１つの内部にあっても真である。そ
れ等の領域の内部には、しかしながら、異なるネットワーク１５０、１５２、１５４の間
で異なる一部の同報通信コンテントがある。このようにして、それぞれのネットワーク１
５０、１５２、１５４は、共通の広域コンテントと共にそれぞれ送信機１５１、１５３、
１５５によって同報通信されるそれ自身の独自の局地コンテントを有する。デバイス１６
０と１６２が広域ネットワーク１４９全域を移動する場合、広域コンテントは同じもので
留まるが、局地コンテントは異なることが出来る。このようにして、図１Ａに関して説明
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された状況と同様に、異なる隣接ネットワーク間で切り替えることが有用な場合があり、
そして、切り替えが避けられるべき場合があり得る。
【００２１】
　一般的には、送信機１５１、１５３、１５５は、移動デバイスが望みのコンテントを引
き出すために捕捉、復調そして復号する信号を同報通信する。先述のＯＦＤＭシステムで
は、これ等の信号は、広域コンテント・データ、局地コンテント・データ、オーバーヘッ
ド情報、及びタイミング信号を含むことが出来る。一般にパイロット信号と呼ばれる、タ
イミング信号は、同報通信信号の受信を認識するために、そして、該信号の残りの部分の
ための基準時を設定するために、移動デバイスによって利用される。コンテント・データ
は、異なるチャネルに分けられ、そして、（符号化法に従って）別々の時間あるいは周波
数で同報通信されることが出来る。オーバーヘッド情報は、同報通信信号の何れの部分が
復号されるべきかを決定するために移動デバイスによって利用されることが出来る。例え
ば、もし利用者が提供される２０或いは５０のチャネルの中から１つのチャネルを受信す
ることを望むだけならば、その場合、移動デバイスは、望みのチャネルに関連する同報通
信信号のその部分のみを復調するためそして復号するために該オーバーヘッド情報を利用
することが出来る。このように実行することは、効果的な電力使用をもたらし、そして、
バッテリーの動作寿命を延長する。
【００２２】
　局地送信及び広域送信に対するデータ・パイロット、及びオーバーヘッド情報は、種々
の方法で多重化されることが出来る。例えば、広域送信のためのデータ・シンボルは、広
域送信に対して割り当てられた“伝送スパン”の上へと多重化されることが出来、局地送
信のためのデータ・シンボルは、局地送信に対して割り当てられた伝送スパンの上へと多
重化されることが出来、広域送信のためのＴＤＭパイロット及び／又はＦＤＭパイロット
は、これ等のパイロットに対して割り当てられた伝送スパンの上へと多重化されることが
出来、そして局地送信のためのＴＤＭパイロット及び／又はＦＤＭパイロットは、これ等
のパイロットに対して割り当てられた伝送スパンの上へと多重化されることが出来る。局
地送信および広域送信ためのオーバーヘッド情報は、１又は複数の指定された伝送スパン
の上へと多重化されることが出来る。異なる伝送スパンは、（１）もしＦＤＭが無線同報
通信ネットワークによって利用されるならば、異なる周波数サブバンドの集合、（２）も
しＴＤＭが利用されるならば異なるタイム・セグメント、或いは（３）もしＴＤＭとＦＤ
Ｍの双方が利用されるならば異なるタイム・セグメントにおける異なるサブバンドグルー
プ、に対応することが出来る。種々の多重化方式が下記に説明される。２を超える異なる
階層の通信範囲を持つ２を超える異なる型の伝送が処理され、多重化され、そして同報通
信されることが出来る。無線同報通信ネットワーク中の無線デバイスは、局地送信および
広域送信のためのデータを回復するために相補的な処理を実行する。
【００２３】
　図２は、ＯＦＤＭに基づく無線同報通信ネットワークにおいて局地送信および広域送信
を同報通信するために使用されることが出来る具体例のスーパーフレーム構成２００を示
す。データ伝送は、スーパーフレームの構成単位２１０の中で行われる。それぞれのスー
パーフレームは、予め決められた期間に広がり、該期間は、例えば同報通信されるべきデ
ータ・ストリームにとって好ましい統計的多重化、データ・ストリームにとって好ましい
時間ダイバーシティ量、データ・ストリームのための捕捉時間、無線デバイスのためのバ
ッファ要求、等々のような、種々の因子に基づいて選択されることが出来る。約１秒のス
ーパーフレームの大きさは、上記の種々の因子の間の良い妥協点を与えることがある。し
かしながら、他のスーパーフレームの大きさも又使用され得る。
【００２４】
　図２で示される実施形態に関しては、それぞれのスーパーフレーム２１０は、ヘッダ・
セグメント２２０、２３０ａから２３０ｄに至る４個の等しい大きさのフレーム、及びト
レーラ・セグメント２４０を含む、但しそれ等は図２では一定の縮尺では示されてない。
表１は、セグメント２２０と２４０に対する及びそれぞれのフレーム２３０に対する種々
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のフィールドを列挙する。
【表１】

【００２５】
　図２で示される実施形態に関しては、異なる目的のためには異なるパイロットが使用さ
れる。一対のＴＤＭパイロット２０１がそれぞれのスーパーフレームの開始時またはその
近くで送信されて、表１で記された目的のために使用されることが出来る。遷移パイロッ
トが局地フィールド／送信と広域フィールド／送信との間の境界で送られて、局地フィー
ルド／送信と広域フィールド／送信との間の継ぎ目のない遷移を可能にする。
【００２６】
　局地送信と広域送信は、例えばビデオ、音声、文字放送、データ、ビデオ／音声クリッ
プ、等々のようなマルチメディア・コンテントのためであることが出来て、別々のデータ
・ストリームで送られることが出来る。例えば、単一のマルチメディア（例えば、テレビ
）がビデオ、音声、及びデータのための３つの分離したデータ・ストリームで送られるこ
とが出来る。該データ・ストリームは、データ・チャネル上で送られる。それぞれのデー
タ・チャネルは、１又は複数のデータ・ストリームを運ぶことが出来る。局地送信に対す
るデータ・ストリームを運ぶデータ・チャネルは、“局地チャネル”と呼ばれることもあ
り、広域送信に対するデータ・ストリームを運ぶデータ・チャネルは、“広域チャネル”
と呼ばれることもある。局地チャネルは、スーパーフレームの局地データ・フィールドで
送られ、そして、広域チャネルは、スーパーフレームの広域データ・フィールドで送られ
る。
【００２７】
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　それぞれのデータ・チャネルは、該データ・チャネルに対するペイロード、スーパーフ
レーム中のインターレースの利用可能性、及び恐らく他の因子に応じて、それぞれのスー
パーフレームの中に一定数の又は可変数のインターレースを“割り当てられる”ことが出
来る。それぞれのデータ・チャネルは、任意の定められたスーパーフレームの中でアクテ
ィブ又は非アクティブであることが出来る。それぞれのアクティブ・データ・チャネルは
、少なくとも１つのインターレースを割り当てられる。それぞれのアクティブ・データ・
チャネルは、割り当て方式に基づいて該スーパーフレームの内部に特定のインターレース
を“割り当てられる”こともある。該割り当て方式は、（１）全てのアクティブ・データ
・チャネルを出来る限り効率的にまとめること、（２）それぞれのデータ・チャネルに対
する伝送時間を低減すること、（３）それぞれのデータ・チャネルに対して適切な時間ダ
イバーシティを与えること、及び（４）それぞれのデータ・チャネルに割り当てられたイ
ンターレースを示すために必要とされるシグナリング量を最小にすること、を企図する。
それぞれのアクティブ・データ・チャネルに関しては、同一インターレース割り当てがス
ーパーフレームの４個のフレームに対して使用されることが出来る。
【００２８】
　局地ＯＩＳフィールドは、現在のスーパーフレームに対するそれぞれのアクティブな局
地チャネルのための時間－周波数割り当てを示す。広域ＯＩＳフィールドは、現在のスー
パーフレームに対するそれぞれのアクティブな広域チャネルのための時間－周波数割り当
てを示す。局地ＯＩＳと広域ＯＩＳは、それぞれのスーパーフレームの開始時に送られて
無線デバイスが該スーパーフレームにおいて関連するそれぞれのデータの時間－周波数配
置を決めることを可能にする。
【００２９】
　スーパーフレームの種々のフィールドは、図２に示される順番で、又はその他の順番で
送られることが出来る。一般に、ＴＤＭパイロットとオーバーヘッド情報がスーパーフレ
ームにおいて後から送られるデータを受信するために使用されることが出来るように、該
スーパーフレームにおいてＴＤＭパイロットとオーバーヘッド情報を早期に送ることが望
ましい。広域送信は、図２に示されるように、局地送信に先行して送られることも、或い
は、局地送信の後に送られることも可能である。
【００３０】
　図２は、１つの具体的なスーパーフレーム構成を示す。一般に、スーパーフレームは、
任意の期間に亘ることが出来る、そして、任意の数と任意の型のセグメント、フレーム及
びフィールドを含むことが出来る。しかしながら、受信機電子技術のための捕捉時間とサ
イクル・タイムに関連してスーパーフレームの期間の有用な範囲が通常存在する。他のス
ーパーフレームとフレーム構成が異なる型の伝送を同報通信するために使用されることも
出来る、そして、これは本発明の範囲内である。
【００３１】
　同報通信型伝送の間に送信される図２のパイロット信号は、（１）広域送信のためのチ
ャネル推定、これは広域チャネル推定とも呼ばれる、及び（２）局地送信のためのチャネ
ル推定、これは局地チャネル推定とも呼ばれる、を導出するために使用されることが出来
る。局地チャネル推定と広域チャネル推定は、それぞれ局地送信と広域送信に対するデー
タ検出と復号のために使用されることが出来る。これ等のパイロットは、チャネル推定、
時刻同期、捕捉（例えば、自動利得制御（ＡＧＣ））、等々のために使用されることも出
来る。遷移パイロットは、広域送信と同様に局地送信に対して改良されたタイミングを取
得するために使用されることも出来る。
【００３２】
　図３は、図１Ａ及び図１Ｂの無線同報通信ネットワーク１００における基地局１０１０
と無線デバイス１０５０のブロック図を示す。基地局１０１０は、一般に固定局であって
、中継点、送信機、又は何か他の用語で呼ばれることもある。無線デバイス１０５０は、
固定あるいは可動であって、利用者端末、移動局、受信機、又は何か他の用語で呼ばれる
こともある。無線デバイス１０５０は、セルラ電話、ハンドヘルド・デバイス、無線モジ
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ュール、個人ディジタル補助装置（personal digital assistant）（ＰＤＡ）、等々のよ
うな携帯ユニットであることも出来る。
【００３３】
　基地局１０１０では、送信（transmit）（ＴＸ）データ・プロセッサ１０２２は、情報
源１０１２から広域送信のためのデータを受信し、該広域データを処理し（例えば、符号
化し、インターリーブし、そしてシンボル・マップする）、そして広域送信のためのデー
タ・シンボルを生成する。データ・シンボルは、データのための変調シンボルであり、そ
して変調シンボルは、変調方式（例えば、Ｍ－ＰＳＫ、Ｍ－ＱＡＭ、等々）に関する信号
コンステレーション中の１点に対する複素値である。ＴＸデータ・プロセッサ１０２２は
、又基地局１０１０が属する広域に対してＦＤＭパイロット及び遷移パイロットを生成し
て、該広域に対するデータ・シンボル及びパイロット・シンボルを多重化装置（multiple
xer）（Ｍｕｘ）１０２６に供給する。ＴＸデータ・プロセッサ１０２４は、情報源１０
１４から局地送信のためのデータを受け取り、該局地データを処理し、そして局地送信の
ためのデータ・シンボルを生成する。ＴＸデータ・プロセッサ１０２４は、又基地局１０
１０が属する局地領域に対してパイロットを生成して、該局地領域に対するデータ・シン
ボル及びパイロット・シンボルを多重化装置１０２６に供給する。データに対する符号化
と変調は、例えば、該データが広域送信に対するものか局地送信に対するものか、データ
の型、該データのための望ましい通信範囲、等々のような、種々の因子に基づいて選択さ
れることが出来る。
【００３４】
　多重化装置１０２６は、オーバーヘッド情報とＴＤＭパイロットのためのシンボルと同
様に局地及び広域のためのデータ・シンボルとパイロット・シンボルをこれ等のシンボル
に割り当てられたサブバンドとシンボル期間の上へと多重化する。変調器（modulator）
（Ｍｏｄ）１０２８は、ネットワーク１００によって使用される変調技術に従って変調を
実行する。例えば、変調器１０２８は、多重化されたシンボル上でＯＦＤＭ変調を実行し
てＯＦＤＭシンボルを生成する。送信機ユニット（ＴＭＴＲ）１０３２は、変調器１０２
８からのシンボルを１又は複数のアナログ信号に変換し、そして、更に該アナログ信号を
調整して（例えば、増幅し、フィルタ処理し、そして周波数アップコンバートして）変調
信号を生成する。基地局１０１０は、次に該変調信号をアンテナ１０３４を介してネット
ワークの中の無線デバイスに送信する。
【００３５】
　無線デバイス１０５０では、基地局１０１０からの送信信号は、アンテナ１０５２によ
って受信されて、受信機ユニット（ＲＣＶＲ）１０５４に供給される。受信機ユニット１
０５４は、該受信信号を調整し、そして（例えば、フィルタ処理し、増幅し、そして周波
数ダウンコンバートして）、該調整された信号をディジタル化してデータ・サンプルのス
トリームを生成する。復調器（demodulator）（Ｄｅｍｏｄ）１０６０は、データ・サン
プルを（例えば、ＯＦＤＭ）復調し、そして受け取られたパイロット・シンボルを同期（
synchronization）（Ｓｙｎｃ）／チャネル推定ユニット１０８０に供給する。ユニット
１０８０は又受信機ユニット１０５４からデータ・サンプルを受け取り、該データ・サン
プルに基づいてフレーム・タイミングとシンボル・タイミングを決定し、そして、局地及
び広域に対するチャネル推定値をこれらの領域に対して受け取られたパイロット・シンボ
ルに基づいて導出する。ユニット１０８０は、該シンボル・タイミングとチャネル推定値
を復調器１０６０に供給し、そして該フレーム・タイミングを復調器１０６０及び／又は
制御器１０９０に供給する。復調器１０６０は、局地送信に関する受け取られたデータ・
シンボルについて局地チャネル推定値を用いてデータ検出を実行し、広域送信に関する受
け取られたデータ・シンボルについて広域チャネル推定値を用いてデータ検出を実行し、
そして、局地送信と広域送信に関する検出されたデータ・シンボルを逆多重化装置（demu
ltiplexer）（Ｄｅｍｕｘ）１０６２に供給する。該検出されたデータ・シンボルは、基
地局１０１０によって送られたデータ・シンボルの推定値であって、対数尤度比（log-li
kelihood ratio）（ＬＬＲ）又はいずれかの他の形式で供給されることが出来る。
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【００３６】
　逆多重化装置１０６２は、関係する全ての広域チャネルに関する検出されたシンボルを
受信（ＲＸ）データ・プロセッサ１０７２に供給し、そして、関係する全ての局地チャネ
ルに関する検出されたシンボルをＲＸデータ・プロセッサ１０７４に供給する。ＲＸデー
タ・プロセッサ１０７２は、適用可能な復調及び復号方式に従って広域送信に関する該検
出されたシンボルを処理し（例えば、デインターリーブしそして復号して）、そして広域
送信のための復号データを供給する。ＲＸデータ・プロセッサ１０７４は、適用可能な復
調及び復号方式に従って局地送信に関する該検出されたシンボルを処理し、そして局地送
信のための復号データを供給する。一般に、無線デバイス１０５０における復調器１０６
０、逆多重化装置１０６２、及びＲＸデータ・プロセッサ１０７２と１０７４による処理
は、基地局１０１０における変調器１０２８、多重化装置１０２６、及びＴＸデータ・プ
ロセッサ１０２２と１０２４による処理にそれぞれ相補的である。
【００３７】
　制御器１０４０と１０９０は、それぞれ基地局１０１０と無線デバイス１０５０におけ
る動作を管理する。これ等の制御器は、ハードウェアを基にすることが出来るし、ソフト
ウェアを基にすることが出来るし、或いは両者の組み合わせであっても良い。メモリ・ユ
ニット１０４２と１０９２は、それぞれ制御器１０４０と１０９０によって使用されるプ
ログラム・コードとデータを記憶する。スケジューラ１０４４は、局地送信と広域送信の
同報通信予定を作成し、異なる送信の型に対してリソースを割り当てて配置する。
【００３８】
　簡明を期するため、図３は、局地送信と広域送信に対するデータ処理が基地局１０１０
無線デバイス１０５０のどちらにおいても２つの異なるデータ・プロセッサによって実行
されることを示す。全ての型の送信に対するデータ処理は、基地局１０１０と無線デバイ
ス１０５０それぞれにおいて単一のデータ・プロセッサによって処理されることが可能で
ある。図３は、又２つの異なる型の送信に対する処理を示す。一般に、異なる通信範囲を
持つ任意の数の型の送信は、基地局１０１０によって送信され、無線デバイス１０５０に
よって受信されることが出来る。簡明を期するため、図３は、又基地局１０１０のための
全ユニットが同一場所に配置されていることを示す。一般に、これ等のユニットは、同一
又は異なる場所に配置されることが出来て様々な通信回線を介して通信することが出来る
。例えば、データ情報源１０１２と１０１４は、離れた場所に配置されることが出来、送
信機ユニット１０３２及び／又はアンテナ１０３４は、送信場所に配置されることが出来
る、等々。
【００３９】
　利用者インターフェース１０９４も又デバイス１０５０の利用者がその動作の諸局面を
制御することを可能にする制御器１０９０と通信する。例えば、インターフェース１０９
４は、利用者に命令や指示の入力を促し、次に、それ等が受信されれば直ちにそれ等を処
理するために必要とされる、基本的なハードウェア及びソフトウェアと共にキーパッドと
表示装置を含むことが出来る。例えば、利用者インターフェース１０９４は、新しいネッ
トワークが現在のネットワークより良好な信号強度を提供していることを利用者に喚起す
るために、そして、該利用者にデバイス１０５０が新しいネットワークを捕捉すべきかど
うかを尋ねるために、使用されることが出来る。該他のネットワークの表示は、それ等の
信号品質又は強度を指示する評点又は値のみならずそれ等のＷＩＣ／ＬＩＣ情報も含むこ
とが出来る。
【００４０】
　図４は、移動デバイスが１つの同報通信ネットワークから別の方へ切り替えるべき時を
判断するための具体例の方法の流れ図を表す。ステップ４０２では、移動デバイスは、正
常に動作し、そして、現在選択されているサービス提供中の同報通信ネットワークに基づ
いてデータを復調しそして復号する。信号の復調および復号は、タイミング情報とチャネ
ル推定値を提供する先行して検出されたＴＤＭパイロット信号に（同様に、恐らく他のパ
イロット信号に）基づいて行われる。
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【００４１】
　復号の期間中に、誤りは、生じることがありそして誤り訂正符号および他の技術の利用
を介して検出されることがあり得る。無線環境の不確実性の故に、正しく動作するシステ
ムにおいてすらある程度の誤りは起こる可能性がある。かくして、許容できる数の誤りを
定義する閾値が通常選択される。この誤りの許容数は、スーパーフレーム全体に基準を置
かれることが出来るし、或いは、該スーパーフレーム内の個々の分離したフレームに基準
を置かれることも出来る。かくして、ある閾値は、スーパーフレーム全体の中で１６以下
の誤りであり得るし、他方、別の閾値は、個々のどのフレームの中でも２を超えない誤り
であり得る。更に、該閾値は、広域データよりも局地領域データでより多くの誤りが許容
されるように、局地領域データに対して広域データに特有であることも出来る。ともかく
、予め設定された誤り閾値が超えられたかどうかを測定しそして判断する多くの様々な方
法があることを当業者は認める。
【００４２】
　ステップ４０４で、もし許容数を超える誤りに到達すると、その場合、ステップ４０６
で、移動デバイス上で実行するソフトウェアは、復調器に現在の信号を再捕捉させる。こ
の再捕捉は、ゼロから始める全く新しい捕捉であることが出来るし、或いは、先に検出さ
れた情報のうちあるものを使用する部分的再捕捉であることが出来る。例えば、図２のス
ーパーフレームを使用する信号を再捕捉する１つの有利な方法は、ＷＩＣ／ＬＩＣ、ＴＤ
Ｍ２及びＯＩＳを再捕捉することを試みることである。該再捕捉情報に基づけば、将来の
復調と復号に対する時間分解能が改善される可能性がある。このステップは、単純にタイ
ミング問題で引き起こされた如何なる問題も正す可能性を持つ。
【００４３】
　ステップ４０８では、移動デバイスは、現在サービス提供中のネットワークからのデー
タを復調することおよび復号することを継続する。並行して、ステップ４１０では、移動
デバイスは、それが検出できる全ての信号を捕捉し、そして、それぞれの信号の品質を示
す評点を生成する。有利なことに、それぞれの信号に対するサンプル数は１を超え、従っ
て、それぞれの信号に対する品質評点は、それぞれの信号に対する様々なサンプルに基づ
いた合成評点である。例えば、それぞれの信号に対して５サンプル（又は、より多い又は
少ないサンプル）が検出されることが出来て、それぞれのサンプルに対する個別品質評点
は、まとめて平均され信号に対する合成評点を生成する。図２のスーパーフレームを使用
すると、全ての検出可能なネットワーク候補に対するＷＩＣ／ＬＩＣ、ＴＤＭ２及びＯＩ
Ｓが捕捉されることが出来る。パイロット信号及び又は他の信号に基づいて、品質評点が
それぞれのＷＩＣ／ＬＩＣに割り当てられることが出来る。既述のように、この品質評点
は、複数のスーパーフレームを検出することによってそれぞれのＷＩＣ／ＬＩＣから作ら
れることが出来る。
【００４４】
　ステップ４１２では、現在サービス提供中の同報通信ネットワークのＷＩＣ／ＬＩＣは
、ステップ４１０で配置されたネットワーク候補リストからの（品質評点に基づく）首位
ネットワークであるかどうかの判定が行われる。もし候補リストにおける首位ネットワー
クが異なるならば、次に該利用者は、新しいネットワークへ切り替えるか或いは現在のネ
ットワーク上に留まるかの選択を提示されることが出来る。もし利用者が留まるならば、
その場合、受信信号は、劣化した品質になるかもしれないが、その信号は復調されそして
復号され続ける。結局、信号は、あまりにも劣化するようになることがあり、信号掌握が
失われる。
【００４５】
　ステップ４１４では、もし利用者がネットワークを切り替えることを選択すると、次に
、移動デバイスは、新しいネットワークの完全な再捕捉を実行する。図２のスーパーフレ
ーム例を使用して、移動デバイスは、新しいネットワークに対するＷＩＣ／ＬＩＣ、ＴＤ
Ｍ２及びＯＩＳを捕捉してその同報通信信号を復調しそして復号することを始める。
【００４６】
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　上述の方法は、少なくとも２つの異なる方法で先に説明された２つの隣接ネットワーク
間の切り替えのピンポン効果を防止する。第一に、切り替えないことを選択することによ
って、例え２つのネットワークの相対的信号強度がそうでないと示されても、１つのネッ
トワークから別のネットワークへの自動切り替えを防止することが出来る。第２に、多数
のサンプルにわたり品質評点を統合することによって、信号強度の一時的異常は、問題を
引き起こさぬように無視される。従って、２つのネットワーク間の切り替えは、依然とし
て効率的に行われることが出来るが、利用者の立場に立った仕方で実行される。
【００４７】
　図５は、本発明の原理に従って動作する移動デバイス５００の代わりの、ブロック・レ
ベルの図を示す。複数の同報通信ネットワークのそれぞれに対する個々の品質評点を判定
する判定手段５０２がある。この品質評点は、許容水準の誤りを持つ特定の同報通信ネッ
トワーク信号を受信して復号することに成功する可能性を示す。デバイス５００は、デバ
イス５００の利用者またはオペレータから命令を受信する受信手段も含む。該命令は、該
利用者が１つのネットワークから別のネットワークへ切り替えたいか否かに関連する。受
信手段５０４と判定手段５０２の結果は、復号手段５０６に供給される。より詳しくは、
該復号手段は、同報通信ネットワーク信号の何れが復号されるべきかを選択できる。例え
ば、該復号手段は、その現在の選択に留まって、現在の同報通信ネットワーク信号を受信
し復号することを継続することが出来る。それに代わって、もしそのように命令されるな
らば、該復号手段は、異なる同報通信ネットワーク信号、最高品質評点を有する信号、を
受信しそして復号するように切り替えることが出来る。従って、移動デバイス５００は、
利用者入力が、デバイス５００が１つの同報通信ネットワークから別の方へ切り替えるか
否かにおける一決定要因の役割を演ずることが出来るように動作する。
【００４８】
　本明細書中で説明された無線を介して異なる型の伝送を同報通信するための技術は、様
々な手段によって実装されることが出来る。例えば、これ等の技術は、ハードウェア、ソ
フトウェア、或いはこれらの組合せにおいて実装されることが出来る。ハードウェア実装
に関しては、異なる型の伝送を同報通信するために使用される基地局における処理ユニッ
トは、１又は複数の特定用途向け集積回路（application specific integrated circuit
）（ＡＳＩＣｓ）、ディジタル信号プロセッサ（digital signal processors）（ＤＳＰ
ｓ）、ディジタル信号処理デバイス（digital signal processing devices）（ＤＳＰＤ
ｓ）、プログラマブル・ロジック・デバイス（programmable logic devices）（ＰＬＤｓ
）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（field programmable gate arrays）
（ＦＰＧＡｓ）、プロセッサ、制御器、マイクロ制御器、マイクロプロセッサ、本明細書
中で説明された諸機能を実行するために設計された他の電子ユニット、又はそれ等の組合
せ、の内部に実装されることが可能である。異なる型の伝送を受信するために使用される
無線デバイスにおける処理ユニットは、１又は複数のＡＳＩＣ、ＤＳＰ、等々の内部に実
装されることも可能である。
【００４９】
　ソフトウェアの実装に関しては、本明細書中で説明された技術は、本明細書中で説明さ
れた諸機能を実行するモジュール（例えば、処理手順、関数、等々）を用いて実装される
ことが出来る。ソフトウェア・コードは、メモリ・ユニット（例えば、図３におけるメモ
リ・ユニット１０４２又は１０９２）の中に記憶されることができ、そして、プロセッサ
（例えば、制御器１０４０又は１０９０）により実行されることが出来る。メモリ・ユニ
ットは、プロセッサの内部又はプロセッサの外部に実装されることが出来る、後者の場合
、メモリ・ユニットは、当業者に公知の各種の手段を介してプロセッサに通信上で接続さ
れることが出来る。
【００５０】
　先述の説明は、当業者の誰もが本明細書で説明された種々の実施形態を実行することを
可能にするために提供されている。これ等の実施形態への種々の改変は、当業者等には容
易に明白であり、そして、本明細書中で定義される包括的な原理は、他の実施形態に適用
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されることが出来る。かくして、本発明の請求範囲は、本明細書中に示される実施形態に
限定されるようには意図されておらず、言語による請求の範囲と首尾一貫する最も広い範
囲を認容されるべきである。該請求の範囲では単数での要素への指示内容は、特にそのよ
うに記載されない限り“１つ及び唯１つ”を意味するようには意図されておらず、むしろ
“１または複数”を意味する。当業者等にとって公知の又は後に公知になるはずの本開示
全体に亘って説明された種々の実施形態の諸構成要素に対する全ての構造的および機能的
同等物は、参照によって本明細書中に明白に組み込まれており、そして、請求項によって
包含されるように意図されている。更に、本明細書において開示された一切の事項は、そ
のような開示が請求項中で明確に説明されているかどうかに拘わらず公共の用に供するよ
うには意図されない。何れの請求項の要素も、該要素が語句“ための手段”を用いて明白
に説明されてない限り、或いは方法請求の場合は、該要素が語句“ためのステップ”を用
いて説明されてない限り、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１２、第６節の規定に基づいて解釈され
るべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１Ａ】図１Ａは、２つの隣接する無線同報通信ネットワークの略図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、異なる局地コンテントを有する隣接する無線同報通信ネットワーク
の略図である。
【図２】図２は、図１Ａ及び図１Ｂのネットワーク内で同報通信されることが出来る具体
例のスーパーフレームを表す。
【図３】図３は、図１Ａ及び図１Ｂのネットワークの部分を実行するための基地局と移動
デバイスを図示する。
【図４】図４は、移動デバイスが異なる無線同報通信ネットワーク間を切り替えるための
具体例の方法の流れ図を表す。
【図５】図５は、本発明の原理に従う移動デバイスの代わりの実施形態を図示する。
【符号の説明】
【００５２】
　１０２、１０４…ネットワーク通信範囲、１０６、１０８、１１０…移動デバイス、１
２０、１３０…送信機、１５１、１５３、１５５…送信機、１６０、１６２…移動デバイ
ス、２００…スーパーフレーム、１０１０…基地局、１０５０…無線デバイス、ＴＤＭ…
時分割多重パイロット、ＷＩＣ…広域識別チャネル、ＬＩＣ…局地識別チャネル、ＯＩＳ
…オーバーヘッド情報シンボル、ＴＰｉｌｏｔ…トランジション・パイロット。
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